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発表演題名 笑いの性差～福井県民のストレスと笑いの実態調査結果から～ 

発表学会名 第 38回北陸公衆衛生学会 
発表者名 健康長寿推進室 市川宏枝 

開催場所 富山県民会館（富山県） 

発表日時 平成 22 年 10 月 12 日（火） 

発表内容 福井県では、からだ、こころの健康に大きな影響を持つと考えられてい

る「笑い」や「ユーモア」を県民の健康づくりに活用しようと、平成 19
年度から「笑いと健康」推進事業に取り組んでいる。 
当該事業の一環として、平成 21年 5月から 11月に、質問紙による記述
式のアンケートによる「福井県民のストレスと笑いの実態調査」を実施し、

2,018 名から回答を得た。そのうち、アンケート質問項目によって過剰ス
トレス判定可能な 1,843名(男性 620名、女性 1,223名)分を有効回答とし
て解析対象とした。 
回答者の平均年齢は男性 46.4(±15.8 )歳、女性 50.6(±15.3)歳であった。 
笑いに関するアンケート項目別にみてみると、女性の方が笑う頻度が高

く、女性の方が要因数も多かった。一方、男性では、年齢が高くなるにつ

れて、笑顔の要因数が減少する傾向が見られた。また、女性は年齢を重ね

るごとに日常生活に積極的に笑いを取り入れようと意識している割 
合が多くなっているが、男性では、50~60歳代における意識が低かった。
笑うときの表情では、女性の方が「ニコニコ」顔で笑っており、男女とも

若いほど「ニコニコ」顔で笑う人が多かった。 
ストレス感のある人のうち、なんらかでストレス解消を実施している人

の割合において、男女における有意差はなかったが、実施割合は女性の方

が高く、その実施内容と笑顔の要因との一致率も女性の方が高かった。 
今回の結果より、ストレスが過剰なほど、笑う頻度が少なく、表情でも

笑えない状態になることは、男女共通しているといえる。一方、同じスト

レス状態であっても、全体的に女性の方がよく笑っているといえる結果に

なっているのは、女性の方がより軽微なストレスでも自覚し、ストレス軽

減や過剰なストレスを男性よりうまく回避していたことが考えられる。 
 

 
 
 




